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★
伝
統
あ
る
岐
阜
農
林
高
校
を

卒
業
し
て
★

川
島

寿
彦
さ
ん

(

昭
和
39
年

農
業
科
卒
業)

岐
阜
農
林
高
校
を
卒
業
し
て
早
く
も

半
世
紀
、
50
年
以
上
も
経
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
高
校
を
卒
業
し
て
直
ぐ
公
務

員
に
な
り
、
42
年
勤
め
て
定
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
後
、
昔
か
ら
あ
っ
た
田

畑
の
仕
事
を
し
て
、
早
９
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
主
な
仕
事
は
柿
つ
く

り
で
す
。
正
確
な
面
積
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
30
ア
ー
ル
以
上
は
あ
り
ま
す
。
定

年
後
の
仕
事
と
し
て
は
、
頭
も
体
も
使

い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
大
き
さ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

柿
つ
く
り
に
は
園
芸
振
興
会
と
い
う

組
織
が
あ
る
の
で
す
が
、
勤
め
て
い
る

時
は
す
べ
て
お
任
せ
で
何
も
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
退
職
し
て
２
年

目
頃
か
ら
、
隣
近
所
の
お
付
き
合
い
の

仕
事
が
た
く
さ
ん
回
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
柿
つ
く
り
の
組
織

で
あ
る
園
芸
振
興
会
で
す
。
何
も
分
か

ら
な
い
う
ち
に
常
磐
地
区
の
役
員
に
な

り
ま
し
た
。
何
も
や
っ
て
こ
な
か
っ
た

自
分
を
恥
じ
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
周

り
に
は
岐
阜
農
林
高
校
の
先
輩
、
後
輩

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
随
分
助
け
ら
れ

ま
し
た
。
高
校
１
年
生
の
時
、
近
所
に

同
窓
会
誌
を
配
っ
て
歩
い
た
お
か
げ
だ

と
、
そ
の
時
初
め
て
有
難
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
高
校
時
代
、
当
時
の
黒
田
校
長

先
生
が
盛
ん
に
伝
統
校
の
話
を
さ
れ
ま

し
た
が
、
実
感
が
湧
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
卒
業
し
て
仕

事
も
退
職
し
、
柿
の
役
員
に
な
っ
て
よ

う
や
く
、
伝
統
校
の
有
難
さ
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

人
の
前
で
話
を
す
る
機
会
も
増
え
て

｢

今
日
は
何
を
話
そ
う
か
な｣

と
考
え

た
と
き
に
、
自
然
に
岐
阜
農
林
高
校
の

話
題
が
出
て
き
ま
す(

最
近
は
マ
ン
ゴ
ー

(

笑))

。
Ｊ
Ａ
岐
阜
流
通
セ
ン
タ
ー
で
、

柿
の
選
果
作
業
が
年
間
２
ヶ
月
ほ
ど
行

わ
れ
ま
す
。
パ
ー
ト
の
方
と
役
員
さ
ん

で
50
人
ほ
ど
で
す
。
私
の
朝
礼
の
話
が

終
っ
た
と
き
、
何
人
か
の
方
に｢

私
も

岐
阜
農
林
で
す｣

と
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
年
配
の
方
は
、｢

私
は
黒
野
分

校
で
す｣

と
言
わ
れ
る
方
も
お
み
え
で

し
た
。
終
礼
後
の
雑
談
で
も
、
高
校
時

代
の
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。

話
題
を
も
う
一
つ
。
私
は
、
岐
阜
農

林
高
校
の
卒
業
生
で｢

瑞
穂｣

と
い
う

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
荒
井
先
生
が
育

て
た
選
手
の
Ｏ
Ｂ
で
構
成
し
て
い
ま
す

の
で
、
ク
ラ
ブ
の
全
国
大
会
で
も
優
勝

を
狙
え
る
チ
ー
ム
に
な
り
、
そ
れ
は
い

い
思
い
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
現
在
も
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

Ｏ
Ｂ
会
長
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
母
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に
お
い

て
は
、
こ
こ
数
年
は
厳
し
い
時
代
も
あ

り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
県
大
会
３
連

覇
を
達
成
し
て
全
国
大
会
へ
出
場
し
、

強
豪
校
復
活
の
兆
し
が
見
え
て
き
て
嬉

し
い
限
り
で
す
。
毎
年
、
卒
業
式
後
の

卒
部
式
に
参
加
し
、
社
会
に
旅
立
つ
後

輩
に
餞
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
前
途
有

望
な
進
路
先
に
進
ま
れ
、
頼
も
し
さ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
伝
統

を
創
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
、
陰
な
が

ら
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
お

り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
住
ん
で

い
る
所
は
岐
阜
市
の
北
部
の
田
舎
で
す
。

地
区
の
役
員
も
回
っ
て
き
ま
す
。
田
舎

に
は
文
書
に
も
な
っ
て
い
な
い
取
り
決

め
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
頼

り
に
な
る
の
は
先
輩
方
で
す
。
一
人
で

で
き
な
い
事
を
助
け
て
も
ら
う
の
は
後

輩
で
す
。
前
例
ば
か
り
に
頼
っ
て
い
て

は
進
歩
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
輩
方
を

上
手
に
活
用
し
、｢

温
故
知
新｣

で
更

な
る
伝
統
を
創
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

頑
張
れ
岐
阜
農
林
！！

(２) 第２４５号 平成27年９月25日発行瑞 穂
�������



①
平
成
27
年
度

第
２
回
役
員
会
開
催

平
成
27
年
６
月
25
日(

木)

午
後
７

時
30
分
よ
り
揖
斐
公
民
館
研
修
室
に
お

い
て
第
２
回
役
員
会
を
開
催
し
、
毎
年

恒
例
の
夏
季
懇
親
会(

暑
気
払
い)

を
、

平
成
27
年
７
月
31
日(

金)

午
後
６
時

か
ら
谷
汲
し
い
た
け
園
で
開
催
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

又
、
揖
斐
川
支
部
の
会
員
数
は
、
退

会
４
名
、
新
規
加
入
６
名
で
現
在
84
名

と
報
告
。
今
年
度
も
新
規
会
員
の
勧
誘

を
進
め
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

岐
阜
農
林
高
校
卒
業
生
で
揖
斐
川
町
に

在
住
の
方
の
ご
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
部
に
は
、
野
菜
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
ゴ

ル
フ
・
旅
行
の
４
つ
の
同
好
会
が
あ
り

任
意
加
入
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
先
輩
、

後
輩
が
一
同
に
会
し
、
楽
し
く
交
流
し

ま
し
ょ
う
。

②
夏
季
懇
親
会

平
成
27
年
７
月
31
日(

金)

午
後
６

時
か
ら
谷
汲
し
い
た
け
園
で
、
夏
季
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
今
ま

で
の
最
高
で
、
38
名
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

河
村
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
、
本
校
の

活
動
報
告
、
10
月
３
日(

土)

14
時
か

ら
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で

の
本
校
総
会
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
い
、

恒
例
の
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
連
日
の
猛
暑
で
あ
り
ま
し
た

が
皆
さ
ん
元
気
で
暑
気
払
い
を
し
ま
し

た
。同

じ
屋
根
の
下
で
学
ん
だ
先
輩
、
後

輩
が
一
堂
に
会
し
、
昔
話
や
近
況
等
を

語
り
合
い
、
午
後
９
時
頃
ま
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
度
会
う
ま
で
お
互
い
に
元
気
で
と

話
し
合
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

(

記
事

林

孝
之

土
40)

昭
和
22
年
農
業
土
木
科
卒
業

(

一
回
生)

ク
ラ
ス
会

昭
和
22
年
農
業
土
木
科
卒
業
か
ら
今

年
で
68
年
が
た
ち
、
同
期
の
卒
業
生
は

52
名
で
し
た
が
31
名
が
故
人
と
な
り
、

現
在
の
会
員
は
21
名
と
淋
し
く
な
り
ま

し
た
。
毎
年
４
月
29
日(

昭
和
の
日)

に
岐
阜
市
神
室
町
・
魚
徳
で
開
催
し
て

い
ま
す
、
今
年
の
ク
ラ
ス
会
の
参
加
者

は
、
県
外
は
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
か
ら

坂
井
淳
君
、
名
古
屋
市
か
ら
武
藤
勇
君

と
県
内
６
名
の
８
名
で
し
た
。
不
参
加

者
の
近
況
を
知
ら
せ
あ
い
、
在
学
中
の

思
い
出
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。
学
徒
動

員
で
郡
上
市
高
鷲
町
切
立
の
開
墾
、
北

海
道
勇
払
郡
安
平
村(

現
・
安
平
町)

の
各
農
家
へ
分
散
し
、
援
農
は
５
月
上

旬
か
ら(

８
月
15
日
終
戦)

９
月
下
旬

ま
で
の
長
期
間
滞
在
と
な
り
、
思
い
出

話
は
尽
き
る
こ
と
な
く
名
残
を
惜
し
み

な
が
ら
、
来
年
の
ク
ラ
ス
会
で
の
再
会

を
楽
し
み
に
散
会
し
ま
し
た
。

(

幹
事

松
野
郁
雄
、
堤

幸
雄)

(３) 第２４５号 平成27年９月25日発行瑞 穂 ��������������
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第
66
回

岐
阜
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟

県
大
会

(

結
果)

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
意
見
発
表
会

平
成
27
年
７
月
10
日(
金)

会
場
／
恵
那
農
業
高
等
学
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

区
分：

食
料
・
生
産

優
秀
賞

３
Ｈ

市
川

稚
奈

小
森

由
梨

安
藤

真
梨
奈

�
田

将
靖

田
中

み
の
り

区
分：

文
化
・
生
活

最
優
秀
賞

｢

飛
騨
美
濃
伝
統
野
菜
復
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

信
長
の
愛
し
た
ま
く
わ
う
り
を
再
び｣

３
Ａ

堀
江

紗
希

中
田

真
佑

大
竹

菜
海

２
Ａ

澁
谷

恭
子

古
田

里
江

渡
辺

恵
美

山
崎

菜
己

久
保
田

莉
彩

村
瀬

鼓
太
朗

河
崎

く
る
み

意
見
発
表
会

区
分：

環
境

最
優
秀
賞

｢

魚
道
で
目
指
す
未
来
の
米
作
り｣

３
Ｅ

鷲
見

幸
星

■
農
業
鑑
定
競
技
会

平
板
測
量
競
技
会

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
競
技
会

平
成
27
年
７
月
23
日(

木)

会
場
／
大
垣
養
老
高
等
学
校

農
業
鑑
定
競
技
会

区
分：

農
業

優
秀
賞

３
Ｄ

布
谷

雪

区
分：

園
芸

優
秀
賞

３
Ｈ

栗
山
万
里
奈

〃

２
Ｈ

宮
澤

駿

〃

１
Ｈ

町

環
多

区
分：
畜
産

最
優
秀
賞

３
Ａ

市
川

聖
佳

優
秀
賞

３
Ａ

後
藤

俊
矢

〃

３
Ａ

矢
島

結
花

〃

２
Ａ

青
木

優
奈

区
分：

食
品
科
学

優
秀
賞

３
Ｆ

澤
田

朋
希

〃

３
Ｂ

田
口

将
吾

〃

２
Ｆ

大
塚

萌
絵

〃

２
Ｆ

竹
中

怜
奈

区
分：

農
業
土
木

最
優
秀
賞

３
Ｅ

横
田

悠
斗

優
秀
賞

３
Ｅ

鵜
飼
倫
太
朗

〃

３
Ｅ

大
堀

優
樹

区
分：

林
業

最
優
秀
賞

２
Ｎ

後
藤

大
河

優
秀
賞

１
Ｎ

松
波

亜
美

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
競
技
会

優
秀
賞

２
Ｈ

加
納
沙
乙
里

平
成
27
年
度

東
海
ブ
ロ
ッ
ク

学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟

ブ
ロ
ッ
ク
大
会

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
意
見
発
表
会

平
成
27
年
度
８
月
５
日(

火)

会
場
／
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

区
分：

文
化
・
生
活

最
優
秀
賞

｢

飛
騨
美
濃
伝
統
野
菜
復
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

信
長
の
愛
し
た
ま
く
わ
う
り
を
再
び｣

３
Ａ

堀
江

紗
希

中
田
真
佑

大
竹

菜
海

２
Ａ

澁
谷

恭
子

古
田

里
江

渡
辺

恵
美

山
崎

菜
己

久
保
田

莉
彩

村
瀬

鼓
太
朗

河
崎

く
る
み

意
見
発
表
会

区
分：

環
境

優
秀
賞

３
Ｅ

鷲
見

幸
星

第
66
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

平
成
27
年
度

群
馬
大
会

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

平
成
27
年
10
月
21
日(

水)

会
場
／
前
橋
市
民
文
化
会
館

■
農
業
鑑
定
競
技
会

平
成
27
年
10
月
21
日(

水)

会
場
／
群
馬
県
立
勢
多
農
林
高
等
学
校

◎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
・
農
業
鑑
定

競
技
会
の
代
表
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

｢

記
録
更
新｣

と
云
う
事堀

次
郎

(

旧
職
員
・
昭
和
三
十
六
年
農
業
科
卒)

今
か
ら
五
十
数
年
前
の
昭
和
三
十
六

年
に
岐
阜
農
林
高
等
学
校
を
卒
業
し
、

そ
れ
か
ら
四
十
二
年
後
今
度
は
教
員
と

し
て
岐
阜
農
林
を
卒
業
し
ま
し
た
。
こ

の
間
に
多
く
の
先
輩
・
同
僚
・
教
え
子

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
助
け
ら
れ
励
ま

さ
れ
て
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
過

ぎ
去
っ
た
遠
い
昔
を
振
り
返
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
の
高
校
時
代
、
古
い
同
窓
生
の
方

は
覚
え
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

木
造
の
旧
泌
心
館
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
建
物
の
壁
に｢

本
校
陸
上
競
技
公
認

最
高
記
録｣

な
る
掲
示
板
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
建
物
の
建
て
替

え
に
よ
り
数
度
掲
示
場
所
の
変
更
が
有

り
現
在
は
体
育
館
南
の
外
壁
に
、
女
子

種
目
を
加
え
た
記
録
一
覧
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

私
が
、
昭
和
四
十
八
年
体
育
科
教
員

と
し
て
母
校
に
赴
任
し
陸
上
部
の
顧
問

と
な
っ
た
と
き
、
今
は
亡
き
矢
野
里
美

先
生
か
ら
本
校
の
公
認
陸
上
競
技
記
録

板
の
い
わ
れ
と
共
に
一
冊
の
古
い
ノ
ー

ト
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
表
紙
に
は

｢

本
校
陸
上
競
技
公
認
最
高
記
録
簿
・

昭
和
八
年
起｣

と
記
さ
れ
て
あ
り
、
こ

れ
を
手
元
に
置
い
て
陸
上
部
の
指
導
に

あ
た
れ
と
の
お
言
葉
で
し
た
。
当
時
私

は
三
十
歳
、
こ
れ
は
大
変
な
も
の
を
託

さ
れ
た
な
と
思
っ
た
も
の
で
し
た
。
以

後
す
べ
て
の
記
録
更
新
を
目
指
し
て
選

手
育
成
に
邁
進
し
記
録
が
更
新
さ
れ
る

度
に
、
原
簿
に
氏
名
・
記
録
・
年
月
日
・

大
会
名
・
場
所
を
記
し
、
記
録
板
の
塗

り
替
え
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

｢

記
録
を
塗
り
替
え
る｣

と
い
う
事
は

ま
さ
に
こ
の
様
な
こ
と
を
言
う
の
だ
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
破
ら
れ
た
記
録
は

原
簿
に
そ
の
名
は
残
っ
て
い
き
ま
す
。

古
い
ノ
ー
ト
の
下
に
新
し
い
用
紙
を

付
け
加
え
、
や
が
て
全
て
の
種
目
の
記

録
更
新
を
成
し
遂
げ
た
頃
、
い
つ
し
か

私
も
定
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
思
い
ま
す
。
記
録
更
新
と

云
う
事
は
、
選
手
本
人
の
弛
ま
ぬ
努
力

は
勿
論
の
事
、
そ
れ
を
支
え
る
家
族
・

仲
間
・
ラ
イ
バ
ル
の
存
在
等
多
く
の
人
々

が
関
わ
り
、
記
録
樹
立
ま
で
の
数
々
の

ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
一
つ

更
新
さ
れ
れ
ば
、
今
度
は
そ
の
記
録
突

破
を
目
指
し
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
打

ち
込
む
後
輩
達
。
こ
の
様
に
記
録
更
新

は
連
綿
と
続
く
の
で
す
。
記
録
原
簿
に

名
前
が
記
載
さ
れ
た
人
と
記
載
さ
れ
な

か
っ
た
多
く
の
人
々
の
思
い
を
秘
め
て
…
。
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途
中
四
年
間
の
他
校
勤
務
以
外
、
長

い
間
母
校
に
勤
め
さ
せ
て
頂
き
本
当
に

幸
せ
で
し
た
。
私
の
岐
阜
農
林
で
の
二

十
六
年
間
は
ま
さ
に
公
認
記
録
一
覧
と

記
録
原
簿
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
定
年
退
職
に
あ
た
り
、

後
任
の
顧
問
に
こ
れ
は
大
事
な
物
だ
か

ら
と
後
を
託
し
ま
し
た
。
あ
の
記
録
原

簿
の
存
在
は
一
部
の
人
し
か
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
一
度
見
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。(

Ｈ
27
年
５
月
〜
８
月)

☆
相
撲
部

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

５
年
ぶ
り
５
位
入
賞

◎
相
撲
部

【
県
優
勝
大
会
】

団
体
の
部

優
勝(

８
年
連
続)

(

加
藤
・
米
盛
・
丸
山
紘)

個
人
の
部

中
量
級

優
勝

２
Ｄ

丸
山
紘
史

重
量
級

優
勝

３
Ｎ

加
藤
順
也

【
県
高
校
総
体
】

団
体
の
部

(

高
橋
・
米
盛
・
加
藤
・

丸
山
紘
・
丸
山
恭)

本
校
５－

０
大
垣
日
大

本
校
５－

０
郡
上
北

本
校
３－

２
市
岐
商

優
勝(

８
年
連
続
39
回
目)

個
人
の
部

優
勝

３
Ｎ

加
藤
順
也

３
位

２
Ｎ

吉
池
生
樹

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
個
人
出
場

【
東
海
４
県
選
抜
大
会
】

団
体
の
部

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

準
々
決

本
校
３－

０
市
岐
商

準
決
勝

本
校
１－

２
愛
工
大
名
電(

愛
知)

第
３
位

個
人
の
部

優
勝

３
Ｎ

加
藤
順
也

【
東
海
高
校
総
体
】

団
体
の
部

(

丸
山
紘
・
浅
野
・
加
藤
・

米
盛
・
吉
池)

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

準
々
決

本
校
５－

０
宇
治
山
田
商(

三
重)

準
決
勝

本
校
３－

２
富
士
宮
北(

静
岡)

決

勝

本
校
１－

４
愛
工
大
名
電(

愛
知)

第
２
位

個
人
の
部

軽
量
級

３
位

３
Ｎ

市
川
倫
太
朗

軽
重
量
級

優
勝

２
Ｄ

丸
山
紘
史

重
量
級

３
位

３
Ｎ

加
藤
順
也

【
全
国
高
校
総
体
】

団
体
の
部

３
Ｎ

加
藤
・
高
橋
・
米
盛

２
Ｄ

丸
山
紘

２
Ｎ
吉
池

２
Ｆ

丸
山
恭

１
Ｎ
浅
野

予

選
一
回
戦

本
校
３－

２
宇
治
山
田
商(

三
重)

二
回
戦

本
校
４－
１
旭
川
龍
谷(

北
海
道)

三
回
戦

本
校
２－

３
五
所
川
原
農
林(

青
森)

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
回
戦

本
校
３－

２
明
徳
義
塾(

高
知)

二
回
戦

本
校
３－

２
学
法
福
島(

福
島)

準
々
決

本
校
１－

４
埼
玉
栄(

埼
玉)

第
５
位

個
人
の
部

３
Ｎ

加
藤
順
也

２
Ｎ

吉
池
生
樹

予
選
敗
退

◎
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
県
高
校
総
体
】

一
回
戦

本
校
97－

19
中
津

二
回
戦

本
校
107－

25
加
納

三
回
戦

本
校
109－

39
大
垣
東

決
勝
リ
ー
グ

本
校
58－

51
美
濃
加
茂

本
校
74－

54
中
津
川
工

本
校
65－

49
富
田

優
勝(

２
年
連
続
37
回
目)

【
東
海
高
校
総
体
】

二
回
戦

本
校
65－

58
海
星(

三
重)

準
決
勝

本
校
58－

93
桜
丘(

愛
知)

三
位
決

本
校
57－

62
飛
龍(

静
岡)

４
位

【
全
国
高
校
総
体
】

一
回
戦

本
校
51－

84
九
州
学
院

◎
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
県
高
校
総
体
】

一
回
戦

本
校
80－

37
可
児

二
回
戦

本
校
66－

37
大
垣
商

三
回
戦

本
校
30－

101
岐
阜
女
子

五
位
決
予
備

本
校
59－

50
長
良

五
位
決
定

本
校
60－

57
岐
阜
総
合
学
園

５
位

◎
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
岐
阜
市
民
大
会
】

個
人３

Ｅ

中
村
・
３
Ｎ

鵜
飼
組

２
位

【
岐
阜
中
濃
地
区
予
選
】

個
人３

Ｅ

中
村
・
３
Ｎ

鵜
飼
組

ベ
ス
ト
８

３
Ｎ

足
立
・
３
Ｎ

今
井
組

ベ
ス
ト
32
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【
県
高
校
総
体
】

団
体一

回
戦

本
校
１－

２
大
垣
東

◎
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
県
高
校
総
体
】

団
体二

回
戦

本
校
２－

１
多
治
見
北

三
回
戦

本
校
２－

１
中
津

準
々
決
勝

本
校
１－

２
岐
阜
総
合

ベ
ス
ト
８

◎
馬
術
部

【
全
日
本
高
校
馬
術
競
技
大
会

東
海
予
選
会
】

決
勝
Ｂ
グ
ル
ー
プ
２
位
通
過

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
を
獲
得

３
Ｅ

藤
原
凛

３
Ｂ

大
野
剛
史

２
Ｎ

福
田
統
威

３
Ａ

大
場
亮
慈

２
Ｈ

稲
見
友
里

２
Ａ

永
田
め
ぐ
み

【
全
日
本
高
校
馬
術
選
手
権
大
会

東
海
予
選
会
】

３
Ｂ

大
野
剛
史

２
Ｎ

福
田
統
威

一
回
戦
敗
退

【
全
日
本
高
校
馬
術
選
手
権
大
会
】

３
Ｂ

大
野
剛
史

３
Ｅ

藤
原
凛

２
Ｎ

福
田
統
威

２
Ｈ

稲
見
友
里

２
Ａ

白
川
玲
奈

２
Ａ

長
嶺
嘉
朗

一
回
戦
敗
退

【
フ
ジ
ホ
ー
ス
シ
ョ
ー

サ
マ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
】

第
９
競
技

Ｌ
Ｂ
障
害
飛
越

３
位

２
Ｎ

福
田
統
威

第
21
競
技

グ
レ
ー
ド
Ⅱ
ジ
ャ
ン
プ

４
位

２
Ｈ

稲
見
友
里

７
位

２
Ａ

白
川
玲
奈

８
位

３
Ｅ

藤
原
凛

第
22
競
技

Ｌ
Ｂ
障
害
飛
越

４
位

３
Ｂ

大
野
剛
史

５
位

２
Ｎ

福
田
統
威

７
位

２
Ｈ

稲
見
友
里

第
33
競
技

グ
レ
ー
ド
Ⅱ
ジ
ャ
ン
プ

３
位

２
Ａ

石
榑
大
樹

第
34
競
技

グ
レ
ー
ド
Ⅱ
ジ
ャ
ン
プ

１
位

２
Ａ

白
川
玲
奈

◎
硬
式
野
球
部

【
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

岐
阜
県
予
選
】

一
回
戦

本
校
３－

４
斐
太

【
秋
季
高
校
野
球
地
区
大
会
】

本
校
１－

３
長
良

本
校
０－

４
岐
阜
聖
徳
学
園

本
校
０－

７
山
県

本
校
６－

６
岐
阜
各
務
野

◎
柔
道
部

【
県
高
校
総
体
】

女
子
個
人

78
㎏
級

１
位

１
Ｅ

津
田
真
佑

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

２
位

３
Ａ

似
田
貝
加
奈

【
全
国
高
校
総
体
】

女
子
個
人

78
㎏
級

一
回
戦
敗
退

１
Ｅ

津
田
真
佑

◎
卓
球
部

【
県
高
校
総
体
】

男
子
団
体

一
回
戦

本
校
３－
１
可
児
工

二
回
戦

本
校
１－

３
益
田
清
風

女
子
団
体

一
回
戦

本
校
２－

３
恵
那

◎
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
ス
プ
リ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
】

一
回
戦

本
校
０－

２
大
垣
日
大

【
地
区
高
校
総
体
】

本
校
２－

０
山
県

本
校
２－

０
岐
山

【
県
高
校
総
体
】

一
回
戦

本
校
１－

２
大
垣
東

◎
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
ス
プ
リ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
】

二
回
戦

本
校
２－

０
大
垣
北

準
決
勝

本
校
２－

１
郡
上

決

勝
本
校
２－

１
土
岐
商

２
部
優
勝

【
地
区
高
校
総
体
】

本
校
２－

０
富
田

本
校
０－

２
岐
阜
聖
徳
学
園

地
区
予
選
敗
退

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

【
県
高
校
総
体
】

一
回
戦

本
校
０－

10
多
治
見
西

◎
剣
道
部

【
県
高
校
総
体
】

男
子
個
人

一
回
戦

３
Ｅ

松
久
２－

１
東
濃
実

二
回
戦

３
Ｅ

松
久
０－

１
益
田
清
風

男
子
団
体

一
回
戦

本
校
１－

１
各
務
原

(

代
表
勝)

二
回
戦

本
校
４－

０
大
垣
西

三
回
戦

本
校
０－

５
美
濃
加
茂

ベ
ス
ト
16

【
県
高
校
剣
道
大
会
】

男
子
団
体

二
回
戦

本
校
３－

１
大
垣
養
老

三
回
戦

本
校
０－

４
郡
上

ベ
ス
ト
16

女
子
団
体

二
回
戦

本
校
５－

０
斐
太

三
回
戦

本
校
０－

４
大
垣
商

ベ
ス
ト
16
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◎
陸
上
部

【
地
区
高
校
総
体
】

一
〇
〇
ｍ

２
Ｆ

関
谷
藍
后

２
Ｈ

村
瀬
怜
美

(

準
決
勝
進
出)

【
本
巣
広
域
連
合
選
手
権
大
会
】

四
〇
〇
ｍ

１
位

３
Ｎ

堤
健
斗

五
〇
〇
〇
ｍ

１
位

１
Ｎ

近
藤
祥
平

一
〇
〇
ｍ

１
位

２
Ｈ

村
瀬
怜
美

二
〇
〇
ｍ

３
位

１
Ｈ

古
田
栞
奈

◎
演
劇
部

【
県
高
校
演
劇
大
会
】

岐
阜
県
教
育
委
員
会
賞

優
秀
賞

◎
放
送
部

【
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
】

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門

入
選

◎
写
真
部

【
県
美
術
展
】

優
秀
賞

２
Ａ

笠
井
里
佳
子

入

選
３
Ｂ

鷲
見

２
Ａ

岩
田

２
Ｆ

高
橋

１
Ｎ

坂
本

【
県
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
】

優
秀
賞

１
Ｆ

松
原
菜
帆

奨
励
賞

２
Ａ

桂
川

２
Ｈ

加
藤

２
Ｎ

馬
場

１
Ａ

矢
野

１
Ｅ

手
塚

１
Ｎ

坂
本

◎
美
術
部

【
地
区
美
術
展
】

優
秀
賞

１
Ａ

杉
山
鈴
奈

１
Ｆ

中
島
綾
音

奨
励
賞

３
Ｄ

布
谷
雪

◎
植
物
プ
ロ
部

【
Ｎ
Ｆ
Ｄ
全
国
高
校
生

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
】

銀

賞
３
Ｈ

脇
田
唯
加

奨
励
賞

３
Ｈ

高
井
捺
美

◎
書
道
部

【
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
】

３
Ｆ

長
野
綾
音

◆
訃
報

江
崎
昌
弘(

昭
和
45
年
林
業
科
卒)

平
成
27
年
１
月
３
日

ご
逝
去

吉
村
幸
市(

昭
和
19
年
林
業
科
卒)

平
成
27
年
３
月
10
日

ご
逝
去

境
田
満
雄(

昭
和
39
年
定
農
科
卒)

平
成
27
年
６
月
９
日

ご
逝
去

〜
岐
農
の
逸
品
⑨
〜

マ
ン
ゴ
ー

｢

岐
農
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

は
本

校
独
自
の
農
業
高
校
生
に
よ
る
地
域
活

性
化
の
目
玉
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
園
芸

科
学
科
の
新
し
い
取
組
と
し
て
何
が
良

い
か
。
そ
れ
が｢

マ
ン
ゴ
ー
栽
培
へ
の

挑
戦｣

で
す
。
地
域
で
の
栽
培
は
ま
だ

珍
し
く
、
東
海
地
方
の
農
業
高
校
で
は

皆
無
で
す
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
企

業
で
は
マ
ン
ゴ
ー
の
生
産
・
販
売
を
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
を
創
生
す
る

｢

芽｣

が
マ
ン
ゴ
ー
に
あ
る
。
こ
れ
は

大
き
な
期
待
が
持
て
る
と
考
え
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

昨
年
12
月
に
マ
ン
ゴ
ー
苗
40
本
を
購
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岐

農

祭

の

案

内

������������������������
17
日

(
土)
の
み
一
般
公
開

９
時
30
分
〜
13
時
30
分

○
卒
業
生
の
販
売
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

○
今
年
か
ら
毎
年
10
月
に
開
催
し
ま
す
。

☆
多
く
の
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！！

総

会

の

案

内

�������������������������������������������������
����������������������������
��������������������

����������������
���

(

株)

菜
っ
ち
ゃ
ん

代
表
取
締
役
社
長

後
藤

展
子
氏

(

昭
和
45
年

農
業
科
園
芸
コ
ー
ス
卒)

○
演

題

｢

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て｣

○
懇
親
会

会

費

６�０
０
０
円

(

二
十
歳
の
会
員
は
４�０
０
０
円)

＊
多
く
の
同
窓
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
＊ �����



入
し
、
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て

キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
し
て
い
た
ハ
ウ
ス
を

業
者
と
生
徒
が
一
緒
に
改
修
工
事
を
行

い
マ
ン
ゴ
ー
ハ
ウ
ス
に
変
身
さ
せ
て
、

２
月
。
園
芸
科
学
科
生
徒
80
人
が
集
ま

り
マ
ン
ゴ
ー
を
植
え
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
３
月
に
は
順
調
に
花
が
咲

き
、
着
果
・
肥
大
。
６
月
に
は
本
校
初

の
マ
ン
ゴ
ー
の
収
穫
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
味
は
私
達
の

想
像
以
上
、
大
変
満
足
の
い
く
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

マ
ン
ゴ
ー
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
決
め
ま

し
た
。
学
科
生
徒
達
の
意
見
を
集
め
て

生
ま
れ
た｢

岐
農
マ
ン
ゴ
ー
甘
恋(

あ

ま
こ
い)｣

。
ま
だ
勉
強
不
足
の
点
も
あ

り
果
実
の
数
も
少
量
で
、
販
売
は
見
送

り
ま
し
た
が
、
こ
の
名
前
が
来
年
度
の

生
産
・
販
売
の
弾
み
に
な
り
ま
す
。
現

在
、
来
年
の
夏
に
向
け
て
剪
定
を
始
め

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
岐
農
マ
ン
ゴ
ー

｢

甘
恋｣

に
ぜ
ひ
期
待
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

(

文
責

酒
井

治)

ゴ
イ
サ
ギ

サ
ギ
類
は
羽
毛
の
白
い
シ
ラ
サ
ギ
が

目
に
付
き
ま
す
が
、
こ
の
ゴ
イ
サ
ギ
は

成
鳥
で
は
灰
色
と
青
灰
色
、
幼
鳥
で
は

茶
褐
色
の
羽
毛
を
し
て
い
て
サ
ギ
ら
し

く
な
い
風
貌
の
野
鳥
で
す
。
サ
ギ
の
特

徴
の
首
が
長
く
す
ら
っ
と
し
て
ス
マ
ー

ト
と
は
違
っ
て
、
首
は
常
に
縮
め
て
ず

ん
ぐ
り
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
餌
を
採

る
時
に
は
素
早
く
首
を
伸
ば
し
て
、
獲

物
の
カ
エ
ル
や
魚
を
捕
ら
え
る
の
で
す
。

本
校
で
は
農
場
の
北
に
あ
る
池
の
ま
わ

り
の
樹
木
を
数
羽
が
塒
と
し
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
昼
間
は
薄
暗
い
樹

木
の
間
で
休
み
、
夜
行
性
の
た
め
日
が

暮
れ
る
と
餌
を
採
り
に
出
か
け
る
の
で

す
。
夜
の
空
に
ゴ
イ
サ
ギ
が
数
羽
の
群

れ
に
な
り
ガ
ァ
ー
ガ
ァ
ー
と
鳴
い
て
飛

ぶ
の
で
、
夜
鴉
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

(

文
責

福
井
強
志)

イ
ヌ
マ
キ

マ
キ
科

マ
キ
属

別
名
ク
サ
マ
キ
と
も
呼
ば
れ
針
葉
樹

で
常
緑
高
木
。
ク
サ
マ
キ
と
い
う
の
は
、

材
に
臭
気
が
あ
る
か
ら
。
葉
は
一
〇
〜

一
五
㎝
の
線
形
で
針
葉
樹
に
は
見
え
に

く
い
か
も
。
半
分
に
折
っ
た
葉
を
四
枚

組
み
合
わ
せ
て
手
裏
剣
を
作
っ
て
遊
ば

れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
果
実
は
緑
色
の

球
形
で
花
托
の
上
に
つ
く
、
花
托
は
九

月
か
ら
一
〇
月
に
赤
紫
色
に
熟
し
、
食

べ
る
と
甘
い
。
用
途
は
、
緑
化
木
、
生

け
垣
、
防
風
・
防
潮
林
。
材
は
耐
水
性
・

耐
久
性
が
強
く
風
呂
桶
や
建
築
材
に
使

用
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
に
は
、
北
方
開
校
時
よ
り
植
栽

さ
れ
た
古
木
が
、
前
庭
に
、
ま
た
体
育

館
西
に
樹
形
は
大
き
く
な
い
が
樹
齢
七

〇
年
位
の
イ
ヌ
マ
キ
が
時
代
を
映
し
て

い
ま
す
。

(

文
責

坂
井
幸
康)
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